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層状岩体内の結晶形態変化：北海道根室地方納沙布岬貫入岩体における単斜輝石

の形態とその成因

Crystal morphology during magma cooling: Clinopyroxene morphology in

Nosappumisaki doleroite sill, Nemuro, Hokkaido.
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納沙布岬貫入岩体形成時における単斜輝石結晶の形態の変化について検討する。単斜輝石組織は岩相によって
変化する。岩体下部には自形単斜輝石が観察され貫入前から存在し大規模に沈積したものである。また、同領域
では優白色パイプ構造中では自形結晶周囲に溶融組織がある場合もある。アルカリ長石に富む岩体上部は、斜長
石とのophitic textureを示す単斜輝石のみが観察され、これらは中心において自形単斜輝石とほぼ同じ組成を示す
ことから、細粒自形単斜輝石の核の周囲にその場で斜長石と共に成長したものであると考えられる。岩体の上下
端では自形結晶の周囲に薄くophitic textureが取り囲むものも観察される。

マグマ冷却時の液と結晶の物理的、化学的関係を時間と空間の関数として明らかにすることは、マグマ活動を
理解する上で非常に重要である。大規模な貫入岩体は冷却速度が小さいため高温時の情報が失われていることが
多いが、小規模な貫入岩体は冷却速度が大きいため高温時の情報が凍結され、液と結晶の相対的な関係を知るこ
とができると期待される。そこで、筆者は北海道根室地方納沙布岬岩体に注目し、岩体形成時の冷却過程を定量
的に理解しようと試みている。今回は岩体形成時における単斜輝石結晶の形態の変化について検討する。

納沙布岬岩体は厚さ約1 2 0 mの岩床である。岩相および全岩組成から本岩体は下位から(1)lower chilled margin
b a s a l t、(2)augite-phyric dolerite、(3)olivine gabbro、(4)monzonite I、(5)monzonite II、(6)monzonite porphyry、
(7)porphyritic dolerite、(8)upper chilled margin basaltに区分できる。岩体の上部および下部の( 1 ) ( 2 ) ( 6 ) ( 7 ) ( 8 )は斑
状組織を示し、斑晶は単斜輝石、斜長石、橄欖石などである。( 3 )は自形単斜輝石がモードで約4 0～6 0 %と濃集し
ている。( 4 ) ( 5 )はアルカリ長石に富み、自形の単斜輝石は含まれず、斜長石と単斜輝石がophitic textureを形成し
ている。これらの岩相変化は自形単斜輝石結晶の沈降と液浮上が主原因であり、( 3 )は単斜輝石の集積部、( 4 ) ( 5 )
は単斜輝石の取り去られた部分である（98火山学会秋季大会）。

この岩体に含まれる単斜輝石は、岩体中の垂直方向の位置により異なる産状を示すが、斑晶として含まれる単
斜輝石はすべて自形である。それらはoscillatory zoning、sector zoningを示し、それらの組成は岩相に関らず
Wo40-43, En47-50, Fs8-12, Ac3-8（普通輝石）の範囲に含まれる。また、(4)(5)に含まれるophitic textureを示す単斜
輝石は中心から外縁部へ連続的にz o n i n gしており、中心は自形の単斜輝石と同じ組成を示し、外縁部に向かって
Wo48, En10, Fs42, Ac19（エジリン普通輝石）まで変化する。

単斜輝石の組織は岩相によって変化する。( 1 ) ( 8 )では単斜輝石はほぼ完全な自形であり、直線的な結晶面により
囲まれている。斑状部( 2 ) ( 6 ) ( 7 )においては自形単斜輝石の周囲を斜長石とのophitic textureがうすくとり囲んでお
り、( 6 )にはophitic texutreのみの結晶も存在する。( 3 )では単斜輝石には自形の単斜輝石とoscillatory zoningを切る
ように外縁部に虫喰い状に組成の変化している部分がみられるものとが存在している。後者の結晶は溶融してい
る可能性がある。その組織はolivine gabbro 中に岩体に垂直に存在するパイプ状の優白色部中に特に顕著に見られ
る。( 4 ) ( 5 )には自形の単斜輝石は見られず、斜長石とのophitic textureを示す単斜輝石のみが観察され、これらは
中心において自形の単斜輝石とほぼ同じ組成を示すことから、細粒自形単斜輝石の核の周囲にその場で斜長石と
共に成長したものであると考えられる。また、ophitic textureを示す単斜輝石のサイズは、同時消光するものを一
つの結晶と考えると岩体内部程ophitic textureを示す部分が大きくなる。

岩体中の単斜輝石は、自形結晶は貫入前から存在したもので、貫入後大規模に沈降したと考えられる。その後
冷却時に斜長石と共に晶出を続け、( 2 ) ( 6 ) ( 7 )では自形単斜輝石の周囲にophitic textureを形成し、( 4 ) ( 5 ) ( 6 )では微
細な結晶の周囲に徐冷により大きなophitic textureが成長したと考えられる。溶融組織をもつ単斜輝石は、アルカ
リに富むパイプ状の優白色部中に顕著に見られることから、この構造を形成していた液と反応して溶けたものと
理解される。( 3 )に見られる同じ組織を示す単斜輝石は、顕著に分化した液が通過した場合に不安定となり溶融し
たか、あるいはパイプ状の優白色部で溶融した結晶が、周囲のgabbro部分に取り残されたものと考えられる。


